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資　料

広葉樹が混交するスギ不成績造林地における広葉樹の種組成*

横井秀一
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工　はじめに

雪圧害が原因で生じたスギ不成績造林地は,広葉樹

が混交する針広混交林になっていることが多い(小野

寺,1988;横井,2000)。スギ不成績造林地ではスギ

造林木の消失や成長不良,形質劣化によりスギ木材生

産林は成林しない(横井・山口,1998)が,混交する

広葉樹に市場価値の高い種が含まれるときはスギ・広

葉樹混交あるいは広葉樹の木材生産林を目標とするこ

とが可能である(長谷川　2000;横井・山口,2000)。

したがって,針広混交林タイプのスギ不成績造林地

の将来性を評価したり,取り扱いについての方針や方

法を検討したりするうえで　そこに生育する広葉樹の

種組成は重要な因子となる。針広混交林タイプのスギ

不成績造林地に生育する広葉樹の種組成については,

個々の不成績造林地における報告事例は多いが,まと

まった地域における種組成の特徴を調査した事例はみ

られない。

そこで　岐阜県飛騨地方の針広混交林タイプの不成

績造林地に出現する広葉樹の種組成の特徴について検

討した結果を報告する。

Ⅱ　方　法・

1.解析に用いた資料

解析に使用した資料は,岐阜県飛騨地方のスギ不成

績造林地の調査データ(横井・山口,1998)のうち,

広葉樹が混交する27調査地のデータである。

これらの調査は,1992-1993年に,面積113-400請

の方形区と方形区内に設置した帯状区(方形区面積の

1/10-1/5)に対して行われた。方形区内では胸高直

径5cm以上の立木の毎木調査,帯状区内では胸高直

径2cm以上5cm未満の立木の毎木調査が行われてい

る。それぞれの毎本調査では,種名と胸高壇径が調査

されている。調査地の林齢は15-31年で　スギの立木

密度は601-2,588本/haであった。また,調査地の標

高は890-1,420m,斜面の傾斜角は3費41度であった。

2.解析方法

解析は,胸高直径2cm以上の広葉樹を対象とした。

各調査地の種組成の比較には,立木密度と胸高断面積

合計による出現種の積算優占度および優占種への集中

度を示すSimpson指数を使用した。

積算擾占度は,

積算使古度=(相対密度十相対胸高断面積

合計)/2 廻圏

で計算される。ここで

相対密度こその種の立木密度/全広葉樹の

立木裔度　　　　　　　　　　(2)

相対胸高断面積合計=その種の胸高断面積

合計/全広葉樹の胸高断面積合計　(3)

である。

また,Simpson指数は

Simpson指数=∑(出現種の積算優占度)2(4)

である。

調査地間の類似度ば　パーセント類似度(ポイッタ

カー,1979)によって求めた。

パーセント類似度=∑(ある種の調査地Aに

おける積算優占度と調査地Bにおける積

算擾占度の小さいほう)　　　　(5)

*本研究の一郎は,第112回日本林学会大会において発表した。
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ここで,調査地Aおよび調査地Bは比較したい2つの調

査地である。

Ⅲ　結　果

1.出現樹種とその使古度

解析に用いた27調査地に出現した広葉樹とその出現

率を表-1に示す。ここで　出現率はある種が出現し

た調査地数の全調査倍数に対する割合である。出現し

た広葉樹は42種,そのうち高木性樹種は24種であった。

表-1　出現した広葉樹とその出現率

樹　種1　　　　　　　　　出現率(%)

ミズキ　*

ミズナラ*

ウワミズザクラ　*

ホオノキ　*

/ヾッコヤナギ　*

コハウチワカエデ軍

ダニウツギ

ツノハシ/ヾミ

ウリハタカエデ*

キ/ヽダ*

フ♪ナ軍

コシアブラ　幸

オオ/ヾクロモジ

リ　ョウフ’

イタヤカニエデ農

シラカンノヾ

シナノキ

ヤマウルシ

ミズメ　章

アズキナシ*
マル/ヾマンサク

タラノキ

ケヤキ章
キフ’シ

タムシノヾ

ウタイカンパ事

トチノキ　*

サワクルミ　章

ヤマモミジ*

ナナカマド

オヒョウ　章

二亡ゾエノキ　*

ハウチワカエデ嘉

ナツツバキ*

アカミノイヌツゲ

ウリカエラご

コミネカニ工デ

ヌルラゴ

/→クウンボク

ヤフ手デマリ

ヤマグワ

ヤマボウシ
*:高木性樹種。

出現率が最も高かった樹種はミズキ(63.0%)で　次

いで高かったのはミズナラ(55.6%)であった。その

他に30%以上の出現率を示した樹種は,ウワミズサク

ラ,ホオノキ,バッコヤナギ,コハウチワカエデ,ダ

ニウツギ　ツノハシバミであった。ブナの出現率は

25.9%であった。

各調査地における広葉樹の出現種数は2-12種で,

立木密度は826-21,830本/haであった。高木性広葉

樹の出現種数は1-10種と調査地によりばらっき,6

種が出現した調査地が最も多かった(図-1)。高木

性広葉樹の立木密度は,551-11,641本/haであった。

図-2は,各調査地における-Simpson指数の頻度分

布である。全体として,指数の小さい調査地,すなわ

ち特定の種への集中度の低い調査地が多かった。指数

が0.7以上の調査地における優占種は,ミズナラある

いはミズキであった。

次に,高木性広葉樹の各樹種の積算擾占度を合計し

た値(積算優占度合計とする)の頻度分布を図-3に

0　1　2　3　4　5　6　7　8　910

出現種数

図-1高木性広葉樹の出現種数の頻度分布

0　　0.2　　0.4　　0.6　　0.8　　1

Simpson指数

図-2　広葉樹における優占種への集中度の頻度分布
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高木性広葉樹の積算優占度合計

図-3　高木性広葉樹の積算優占度合計の頻度分布

示す。高木性広葉樹の積算擾占度合計の大きい調査地,

すなわち生育する広葉樹の主体が高木性広葉樹である

調査地が多かった。

2.調査地間の撞組成の類似性

図書4は,2つの調査地問(仝351組み合わせ)に

おける広葉樹の種組成のパーセント類似度・の頻度分布

である。低い類似度の組み合わせほど数が多く,類似

度0.6以上の組み合わせはわずかであった。類似度が

0.6以上であった組み合わせは,ミズナラの積算優占

度の高い調査地どうしか,ミズキの積算優占度の高い

調査地どうしの組み合わせであった。

Ⅳ　考　察

同じ針広混交林タイプのスキ不成績造林地であって

も,広築樹の種組成は調査地によってまちまちであっ

た(図-4)。スギ不成績造林地における広葉樹の種

組成には,①ス羊が植栽される前の森柿の種組成やサ

イズ(立地や履歴が反映し,更新材料としての種子や

株の存在に影響する;前田ら,1985),②結実の豊凶

に対する前生林分の伐採のタイミング,③前生雅樹や

壁土種子の有無,④スギ植栽後の保育(更新した広葉

樹に対する圧力;長谷川,1991,1998;横井・山口,

2000),⑤雪圧害によるス羊の消失過程やその程度,

などが影響すると考えられる。このうち①青③は広葉

樹林伐採後に成立する二次林の種組成にも同じように

影響する要因であるが,④と⑤はスギ造林地に特有の

要因である。このように種組成に影響すると考えられ

る要因が多数あることが,スギ不成績造林地の広葉樹

の種組成を多様にしている理由の1つであると考える。

また,(①に開通して研究対象地域の広葉樹林に明らか

0　　0.2　　0.4　　0.6　　0.8　　1

パーセント類似度

図-4　2つの調査地間における広葉樹の種組成の類

似度の頻度分布

な優占種のない混生林が多い(戸田,1993)ことも,

不成績造林地での種組成の多様化に影響してし、ると推

察される。このことは,また,多くの調査地に優占種

がみられなかったことの理由であるとも考えられる。

互いの調査地の類似性が低いなか,ミズキやミズナ

ラなど出現率の高い樹種も存在した。ミズナラの出現

率が高かったのは,ミズナラの優占あるいは混生する

二次林(旧薪炭林)を前歴とする調査地が多かったこ

とによると考える。一方,ミズキをはじめとする出現

率の高かった樹種は,研究対象地域の広葉樹林におけ

る常在度が高いことに加え,種子散布力や土中での種

子の寿命などの更新特性が造林地に侵入するのに適し

ている(長谷川・平,2000)種であると考えられる。

高木性広葉樹の積算優占度合計が大きい調査地が多

かったことは;針広混交林タイプのスギ不成績造林地

の多くがスギと広葉樹が混交する高木林,あるい,は広

葉樹の高木林へと移行する可能性が高いことを示唆し

ている。したがって,これらの林型を針広混交林タイ

プのスギ不成績造林地の目標林型と考える(横井・山

中1988,2000)ことは妥当である。ただし,高木性

広葉樹の組成が林分によって様々であったことから,

目標林型が同じであっても各不成績造林地の今後の取

り扱い方は構成樹種に応じたものにする必要があると

考える。その-方で　高木性広葉樹の積算優占度合計

の小さい調査地も存在した。これらは,ス羊の疎林に

移行する可能性があると考えられる。

本研究に使用したデータは,岐阜県寒冷地林業試験

場(当時)の山口清氏と共同で調査したものである。

また,調査は農林水産省の補助試験「積雪地帯におけ

る環境保全林特性の解明」の一環として行った。ここ

に記して事　謝意を表する。
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